
大学番号 1273

設置年度 平成 ２９年度

計画の区分： 学部の学科の設置

大阪産業大学 デザイン工学部 環境理工学科 （必要がある場合）○○専攻

職名・氏名 主任
シュニン

　秋山
アキヤマ

　尚之
ナオユキ

川西
カワニシ

　冬馬
トウマ

電話番号　　 ０７２-８７５-３００１

（夜間）　　 ０７２-８７５-３００２

ｅ－mail　　 soumu@cnt.osaka-sandai.ac.jp

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　担当部局（課）名

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

届出

令和３年５月１日現在 

注２

学校法人大阪産業大学

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

注１

注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（ キタマエ　マサト ）

吉岡　征四郎 北前　雅人

（平成２８年２月） （令和２年６月）

（ ヨシカワ　コウジ ）

（ カナザワ　シゲモリ ） 吉川　耕司

（令和２年９月）

（ ナカムラ　ヤスノリ ）

（平成２６年７月） 中村　康範

（平成２８年９月）

（ ヨシダ　ジュンイチ ） （ ゴトウ　アキヒコ ）

吉田　淳一 後藤　彰彦

（平成２８年４月） （令和２年４月）

（ タナカ　ミサコ ）

田中　みさ子

（令和２年４月）

（ ハザマ　リュウタ ）

硲　隆太

（平成３０年４月）

（ マエサコ（ハトオカ）　ユリ ）

前迫（波戸岡）　ゆり

（平成２９年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

令和３年度に報告する内容　→（３）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

任期満了により交代したため
（３）

（令和２年９月８日）

学　　長 金澤　成保

学 部 長

学科長等

任期満了により交代したため
（３）

（令和２年６月１日）

任期満了により交代したため（２）
（令和２年４月１日）

職　　名

辞任により交代したため(29)
(平成２８年９月８日)

未定

任期満了により交代したため（２）
（令和２年４月１日）

任期満了により交代したため（30）
（平成３０年４月１日）

届出書提出後に決定（29）
(平成２９年４月１日)

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人大阪産業大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

大阪産業大学

大阪府大東市中垣内３丁目１番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒５７４－８５３０

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
その場合別ファイルを作成し提出してください。

・ 様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
５年以上の場合には、欄を設けてください。）

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

デザイン工学部

　環境理工学科

　学士（理工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

393 ― 438 ― 788 ― 932 ― 1,074 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( 0 ) ( ― ) ( 1 ) ( ― ) ( 2 ) ( ― )

[ 10 ] [ ― ] [ 16 ] [ ― ] [ 14 ] [ ― ] [ 9 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ]

380 ― 426 ― 762 ― 897 ― 1,028 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( 0 ) ( ― ) ( 1 ) ( ― ) ( 2 ) ( ― )

[ 10 ] [ ― ] [ 16 ] [ ― ] [ 14 ] [ ― ] [ 9 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ]

271 ― 283 ― 260 ― 419 ― 692 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( 0 ) ( ― ) ( 1 ) ( ― ) ( 2 ) ( ― )

[ 4 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ] [ 6 ] [ ― ] [ 5 ] [ ― ] [ 4 ] [ ― ]

86 ― 81 ― 84 ― 81 ― 66 ―

( ― ) ( ― ) ( ― ) ( ― ) ( 0 ) ( ― ) ( 1 ) ( ― ) ( 2 ) ( ― )

[ 4 ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 3 ] [ ― ] [ 1 ] [ ― ] [ 0 ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

0.96 倍 　0.98　倍

0.78

80

(　 10 　)

[  ―  ]

1.011.07

[  ―  ]

80 80

(　―　)

80

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和３年度令和２年度平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

4 80 340

3年次

10

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

理学関係

工学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

85

(　―　) (　 10 　)

1.01 1.05

(　　2 　)

[  ―  ] [  ―  ] [  ―  ]

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

82 ― 78 ― 82 ― 80 ― 66 ―

[　4　] [ ― ] [　1　] [ ― ] [　3　] [ ― ] [　1　] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

82 ― 74 ― 81 ― 80 ―

[　4　] [ ― ] [　1　] [ ― ] [　3　] [ ― ] [　1　] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

79 ― 71 ― 83 ―

[　4　] [ ― ] [　1　] [ ― ] [　3　] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

76 ― 71 ―

[　4　] [ ― ] [　1　] [ ― ]

（ ― ） （ ― ） （ ― ）（ ― ）

7 ―

[　1　] [ ― ]

（ 7 ）（ ― ）

・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

３年次

備 考

５年次

令和元年度

計

82 160

４年次

１年次

２年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和３年度令和２年度平成２９年度 平成３０年度

（ 　―　 ）

308

（ 　―　 ） （ 　―　 ） （ 　―　 ） (　7　)

【令和元年度】
転部…1人（2年次）

【令和2年度】
転部…1人（2年次）
再入学…1人（2年次）
編入学…1人（3年次）

【令和3年度】
編入学…2人（3年次）
留年…7人（5年次）

235 307

[　　4　　] [　　5　　] [　　8　　] [ 　6　 ][ 　9　 ]

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

86 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人

平成２９年度 4 人 0 人
除籍（1人）、学業不振（1人）、一身上の都合（1人）、
他学部への転出（1人）

平成３０年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 3 人 0 人 学業不振（1人）、一身上の都合（1人）、就職（1人）

令和元年度 0 人 0 人

平成２９年度 3 人 0 人 学業不振（1人）、他校入学（1人）、除籍（1人）

平成３０年度 5 人 0 人
他校入学（1人）、除籍（1人）、病気・怪我（2人）、
進路の見直し（１人）

令和元年度 2 人 0 人 進路の見直し（１人）、他校入学（1人）

令和２年度 0 人 0 人

平成２９年度 3 人 0 人
進路の見直し（1人）、経済的理由（1人）、一身上の都合（1
人）

平成３０年度 4 人 0 人 他校入学（2人）、学業不振（1人）、進路の見直し（１人）

令和元年度 3 人 0 人 他校入学（1人）、学業不振（1人）、除籍（１人）

令和２年度 1 人 0 人 他校受験（1人）

令和３年度 0 人 0 人

28 人 28 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 86

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 4
平成３０年度の在学者数（ｂ） 163

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 3
令和元年度の在学者数（ｂ） 245

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 10
令和２年度の在学者数（ｂ） 319

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 11
令和３年度の在学者数（ｂ） 307

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

0 ％

2.45 ％

1.22 ％

= = 3.58 ％

3.13 ％=

=

=

=

=

=

=

=

163 人

3

合　　計

人

令和２年度 319 人 10 人

人令和３年度 307 人 11

人令和元年度 245

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

4人

4



必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 1 1 4 １前 2 1 1 4

１後 2 1 1 2 １後 2 1 1 3

環境技術入門 １前 2 2 1 環境技術入門 １前 2 2 1

自然と人の共生 １前 2 1 2 自然と人の共生 1前 2 1 2

環境緑化入門 １後 2 1 1 環境緑化入門 １後 2 1 1

１後 2 3 1 1 １後 2 1 2

２後 2 7 3 3 ２後 2 5 7 1

- -

哲学 １後 2 1 哲学 １後 2 1

心理学 １前 2 1 心理学 １前 2 1

社会思想史 １後 2 1 社会思想史 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

日本国憲法 １前 2 1 日本国憲法 １前 2 1

経済学 １後 2 1 経済学 １後 2 1

地理学 １前 2 1 地理学 １後 2 1

数学の基礎 １後 2 1 数学の基礎 １後 2 1

１後 2 1 １後 2 2

化学の基礎 １後 2 1 化学の基礎 １後 2 1

生物の基礎 １前 2 1 生物の基礎 １前 2 1

時事問題 １後 2 1 時事問題 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

科学技術史 １後 2 1 科学技術史 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

教育哲学 １後 2 1 教育原理 １後 2 1

教育心理学 １前 2 1 教育心理学 １前 2 2

２後 2 1 ２後 2 1

２後 2 1
２前
２後

2 1

生涯学習論 ２前 2 1 生涯学習論
２前
２後

2 1

２　授業科目の概要

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

＜デザイン工学部　環境理工学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和３年度】

総
合
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

人
文
科
学

総
合
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

人
文
科
学

日本の社会と
文化１

学
際
領
域

学
際
領
域

倫理学
（工業倫理含む）

持続可能な社会
のデザイン

持続可能な社会
のデザイン

環境問題への
アプローチ

環境問題への
アプローチ

小計（7科目） 小計（７科目）

フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ

ス

フィールド
プラクティス１

フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ

ス

フィールド
プラクティス１

フィールド
プラクティス２

フィールド
プラクティス２

フ
ィ
ー

ル
ド
関
連

教
養
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド
関
連

教
養
科
目

人
間
教
育

人
間
教
育

道徳教育の
理論と方法

道徳教育の
理論と方法

人権教育 人権教育

倫理学
（工業倫理含む）

日
本
文
化

日本事情１
日
本
文
化

日本事情１

日本事情２ 日本事情２

日本の社会と
文化１

日本の社会と
文化２

日本の社会と
文化２

社
会
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

自
然
科
学

物理の基礎 物理の基礎

5



必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 1 1 １前 1 4

１後 1 1 １後 1 4

２前 1 1 ２前 1 5

２後 1 1 ２後 1 5

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

１前 1 1 １前 1 4

１後 1 1 １後 1 4

２前 1 1 ２前 1 5

２後 1 1 ２後 1 5

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

英語総合（上級）１ ３前 1 1 英語総合（上級）１ ３前 1 1

英語総合（上級）２ ３後 1 1 英語総合（上級）２ ３後 1 1

英語海外研修 ２前 2 2
２前
２後

2 1

１前 1 1 １前 1 5

１前 1 1 １前 1 2

１前 1 1 １前 1 6

１後 1 1 １後 1 5

１後 1 1 １後 1 2

１後 1 1 １後 1 6

２前 1 1 ２前 1 3

２前 1 1 ２前 1 1

２前 1 1 ２前 1 3

２後 1 1 ２後 1 3

２後 1 1 ２後 1 1

２後 1 1 ２後 1 3

日本語読解１ １前 1 1 日本語読解１ １前 1 1

日本語読解２ １後 1 1 日本語読解２ １後 1 1

日本語作文１ １前 1 1 日本語作文１ １前 1 2

日本語作文２ １後 1 1 日本語作文２ １後 1 2

上級日本語読解１ ２前 1 1 上級日本語読解１ ２前 1 1

上級日本語読解２ ２後 1 1 上級日本語読解２ ２後 1 1

上級日本語作文１ ２前 1 1 上級日本語作文１ ２前 1 1

上級日本語作文２ ２後 1 1 上級日本語作文２ ２後 1 1

１前 1 1
１前
１後

1 4

運動科学 １後 2 1 運動科学
１前
１後

2 3

- -

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

英
語

英語(Listening
　&Speaking) １

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

TOEIC上級
　(Listening) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ４

初
修
外
国
語

初修外国語入門１
（ドイツ語）

科目
区分

授業科目の名称

TOEIC上級
　(Listening) １

初修外国語初級２
（中国語）

初修外国語初級２
（中国語）

日
本
語

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

英語(Reading
　　　&Writing) ４

TOEIC上級
　(Reading) １

TOEIC上級
　　(Reading) １

TOEIC上級
　(Reading) ２

TOEIC上級
　　(Reading) ２

英語海外研修

TOEIC上級
　(Listening) ２

英語(Reading
　　　&Writing) １

英語(Reading
　　　&Writing) １

英語(Reading
　　　&Writing) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ３

英語(Reading
　　　&Writing) ３

英
語

英語(Listening
　&Speaking) １

英語(Listening
　&Speaking) ２

英語(Listening
　&Speaking) ２

英語(Listening
　&Speaking) ３

英語(Listening
　&Speaking) ３

英語(Listening
　&Speaking) ４

英語(Listening
　&Speaking) ４

TOEIC上級
　(Listening) １

日
本
語

身
体
科
学

科
目

スポーツ科学
実習

身
体
科
学

科
目

スポーツ科学
実習

初修外国語初級１
（中国語）

初修外国語初級１
（中国語）

初修外国語初級２
（ドイツ語）

初修外国語初級２
（ドイツ語）

初修外国語初級２
（フランス語）

初修外国語初級２
（フランス語）

初修外国語入門２
（中国語）

初修外国語入門２
（中国語）

初修外国語初級１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（フランス語）

初修外国語初級１
（フランス語）

初
修
外
国
語

初修外国語入門１
（ドイツ語）

初修外国語入門１
（フランス語）

初修外国語入門１
（フランス語）

初修外国語入門１
（中国語）

初修外国語入門１
（中国語）

初修外国語入門２
（ドイツ語）

初修外国語入門２
（ドイツ語）

初修外国語入門２
（フランス語）

初修外国語入門２
（フランス語）

小計（59科目） 小計（59科目）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 7 3 3 環境学概論 １前 2 5 5 1

１前 2 1 １前 2 1 1

１後 2 1 １後 2 2

１前 2 4 １前 2 4

１後 2 4 １後 2 4

２前 2 2 ２前 2 2

２後 2 2 ２後 2 2

２前 2 1 物理学概論 ２前 2 1

化学概論 ２前 2 1 化学概論 ２前 2 1

２前 2 1 1 生物学概論 ２前 2 1 1

地学概論 ２前 2 1 地学概論 ２前 2 1

環境と物理学 ２後 2 1 環境と物理学 ２後 2 1

２後 2 1 環境と化学 ２後 2 1

生態学 ２後 2 1 1 生態学 ２後 2 1 1

宇宙科学と人類 ２後 2 1 宇宙科学と人類 ２後 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 1 ２前 2 1 1

２後 2 1 ２後 2 1

２後 2 1 ２後 2 1

３前 2 1 ３前 2 1

３前 2 1 ３前 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

２前 2 1 3 ２前 2 1 3

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

環境政策論 ２前 2 1 環境政策論 ２前 2 1

花と緑の計画論 ２後 2 1 花と緑の計画論 ２後 2 1

都市・交通計画論 ２後 2 1 都市・交通計画論 ２前 2 1

廃棄物論 ２後 2 1 廃棄物論 ２後 2 1

環境経済論 ２後 2 1 環境経済論 ２後 2 1

土壌環境論 ３前 2 1 土壌環境論 ３前 2 1

植生学と自然 ３前 2 1 1 植生学と自然 ３前 2 1

３前 2 1 1 ３前 2 1 1

３前 2 1 ３前 2 7

空間情報科学 ３前 2 1 空間情報科学 ３前 2 1

環境制御論 ３後 2 1 環境制御論 ３後 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

水生生物学 ３後 2 1 水生生物学 ３後 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

３後 2 3 ３前 2 3

緑化植物論 ３後 2 1 緑化植物論 ３後 2 1

環境アセスメント ３後 2 1 環境アセスメント ３前 2 1

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

基
盤
科
目

環境学概論

専
門
教
育
科
目

基
盤
科
目

データ分析入門
１

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

環境と化学

環境のための分
析化学

環境のための分
析化学

水環境工学 水環境工学

社会調査の基礎 社会調査の基礎

コンピュータ
グラフィックス

コンピュータ
グラフィックス

Webデザイン/
プレゼンテー
ション

Webデザイン/
プレゼンテー
ション

物理学概論

環境まちづくり論 環境まちづくり論

社会調査の手法 社会調査の手法

大気環境学 大気環境学

生物学概論

データ分析入門
１

データ分析入門
２

データ分析入門
２

情報機器の操作
１

情報機器の操作
１

情報機器の操作
２

情報機器の操作
２

地域コミュニティ
論

地域コミュニティ
論

ランドスケープ
計画論

ランドスケープ
計画論

地域環境の
システム分析

地域環境の
システム分析

統計解析の基礎 統計解析の基礎

統計解析の応用 統計解析の応用

原子力と
エネルギー

原子力と
エネルギー

生物多様性と文
化

生物多様性と文
化

生態系評価と
ビオトープ施工論

生態系評価と
ビオトープ施工論

発
展
科
目

植生管理とビオ
トープ

発
展
科
目

植生管理とビオ
トープ

緑の環境工学 緑の環境工学
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

４前 2 1 ４前 2 1

４前 2 1 ４前 2 1

４前 2 1 ４前 2 1

２前 2 3 2 2 2 ２前 2 1 4 1 3

２後 2 3 2 1 2 ２後 2 3 1 1 3

３前 2 2 1 1 2 ３前 2 3 2 1 2

３後 2 1 2 2 ３後 2 2 1 5

地球環境演習
４前
４後

2 1 地球環境演習
３前
３後

2 1

２前
２後

2 1 1
２前
２後

2 1 1

２前
２後

2 1
２前
２後

2 2

３前
３後

2 1 1
３前
３後

2 1 1

緑化施工演習
３前
３後

2 1 緑化施工演習
３前
３後

2 1 1

２前
２後

2 3 1 1
２前
２後

2 1 2

３前
３後

2 3 1 1
３前
３後

2 1 2

CAD演習1 ２前 1 1 CAD演習1 ２前 1 1

CAD演習2 ２後 1 1 CAD演習2 ２後 1 1

GIS演習１ ３前 2 1 GIS演習１ ３前 2 1

GIS演習２ ３後 2 1 GIS演習２ ３後 2 1

物理学実験 １前 2 1 物理学実験 １前 2 2

化学実験 １後 2 1 1 化学実験 １後 2 2

生物学実験 ２後 2 1 生物学実験 ２後 2 4

地学実験 ２後 2 2 地学実験 ２後 2 1 2

プレ卒研 ３通 2 7 6 3 プレ卒研 ３通 2 5 7 1

卒業研究 ４通 4 7 6 3 卒業研究 ４通 4 5 7 1

- -

入門ゼミ１ １前 1 7 3 3 入門ゼミ１ １前 1 5 5 1

入門ゼミ２ １後 1 7 3 3 入門ゼミ２ １後 1 5 5 1

環境資格対策１ １前 1 3 環境資格対策１ １前 1 2

環境資格対策２ １後 1 2 1 環境資格対策２ １後 1 1 1

２前 2 1 ２前 2 1 1 7

２後 2 1 ２後 2 1 1 2

特別演習１ ３前 1 1 特別演習１ ３前 1 1 1

特別演習２ ３後 1 1 特別演習２ ３後 1 1 1 1 1

- -

- -

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

環境計画
フィールド演習１

環境計画
フィールド演習１

環境計画
フィールド演習２

環境計画
フィールド演習２

生物資源
活用演習

演
習

フィールドスタジ
オ演習１

演
習

フィールドスタジ
オ演習１

フィールドスタジ
オ演習２

フィールドスタジ
オ演習２

環境理工学
演習１

環境理工学
演習１

環境理工学
演習２

環境理工学
演習２

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

生命と多様性の
科学

ランドスケープの
歴史

ランドスケープの
歴史

環境の
マネジメント

環境の
マネジメント

キャリア
デザイン２

キャリア
デザイン２

小計（8科目） 小計（8科目）

合計（141科目） 合計（141科目）

卒
業

研
究

卒
業

研
究

小計（67科目） 小計（67科目）

実
践
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

実
践
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

キャリア
デザイン１

キャリア
デザイン１

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

生命と多様性の
科学

実
験

実
験

生態学特別
演習１

生態学特別
演習１

生態学特別
演習２

生態学特別
演習２

生物資源
活用演習

8



卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

在学中に124単位以上を修得しなければならない。

【フィールド教育科目】必修、選択を合わせて12単位以上とする。

【総合教育科目】言語文化科目の英語より4単位以上を含む20単位以上とする。

【専門教育科目】必修、選択を合わせて、86単位以上とする。

・ 環境技術コースの卒業要件単位数は、必修科目30単位、選択科目56単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 地域生態系コースの卒業要件単位数は、必修科目32単位、選択科目54単位以

上、合計86単位以上とする。

・ 環境緑化コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 環境計画コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

【実践教育科目】6単位以上とする。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

在学中に124単位以上を修得しなければならない。

【フィールド教育科目】必修、選択を合わせて12単位以上とする。

【総合教育科目】言語文化科目の英語より4単位以上を含む20単位以上とする。

【専門教育科目】必修、選択を合わせて、86単位以上とする。

・ 環境技術コースの卒業要件単位数は、必修科目30単位、選択科目56単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 地域生態系コースの卒業要件単位数は、必修科目32単位、選択科目54単位以

上、合計86単位以上とする。

・ 環境緑化コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 環境計画コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

【実践教育科目】6単位以上とする。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 1 1 4 １前 2 1 1 4

１後 2 1 1 3 １後 2 1 1 3

環境技術入門 １前 2 2 1 環境技術入門 １前 2 2 1

自然と人の共生 １前 2 1 2 自然と人の共生 １前 2 1 2

環境緑化入門 １後 2 1 1 環境緑化入門 １後 2 1 1

１後 2 3 1 1 １後 2 3 1 1

２後 2 7 3 3 ２後 2 7 3 3

- -

哲学 １後 2 1 哲学 １後 2 1

心理学 １前 2 1 心理学 １前 2 1

社会思想史 １後 2 1 社会思想史 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

日本国憲法 １後 2 1 日本国憲法 １後 2 1

経済学 １後 2 1 経済学 １後 2 1

地理学 １前 2 1 地理学 １前 2 1

数学の基礎 １後 2 1 数学の基礎 １後 2 1

１後 2 2 １後 2 1

化学の基礎 １後 2 1 化学の基礎 １後 2 1

生物の基礎 １前 2 1 生物の基礎 １前 2 1

時事問題 １後 2 1 時事問題 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

科学技術史 １後 2 1 科学技術史 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

教育哲学 １後 2 2 教育哲学 １後 2 2

教育心理学 １前 2 1 教育心理学 １前 2 3

２後 2 1 ２後 2 3

２後 2 1
２前
２後

2 1

生涯学習論 ２前 2 1 生涯学習論
２前
２後

2 1

【平成２９年度】 【平成３０年度】

フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ

ス

フィールド
プラクティス１

フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
科
目

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

小計（７科目） 小計（７科目）

総
合
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

人
文
科
学

総
合
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

人
文
科
学

日本の社会と
文化１

日本の社会と
文化１

フ
ィ
ー

ル
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ

ス

フィールド
プラクティス１

フィールド
プラクティス２

フィールド
プラクティス２

フ
ィ
ー

ル
ド
関
連

教
養
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド
関
連

教
養
科
目

持続可能な社会
のデザイン

持続可能な社会
のデザイン

環境問題への
アプローチ

環境問題への
アプローチ

人
間
教
育

人
間
教
育

道徳教育の
理論と方法

道徳教育の
理論と方法

人権教育 人権教育

学
際
領
域

学
際
領
域

倫理学
（工業倫理含む）

倫理学
（工業倫理含む）

日
本
文
化

日本事情１ 日
本
文
化

日本事情１

日本事情２ 日本事情２

日本の社会と
文化２

日本の社会と
文化２

社
会
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

自
然
科
学

物理の基礎 物理の基礎
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 1 3 １前 1 4

１後 1 3 １後 1 4

２前 1 1 ２前 1 4

２後 1 1 ２後 1 4

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

１前 1 3 １前 1 4

１後 1 3 １後 1 4

２前 1 1 ２前 1 3

２後 1 1 ２後 1 3

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

英語総合（上級）１ ３前 1 1 英語総合（上級）１ ３前 1 1

英語総合（上級）２ ３後 1 1 英語総合（上級）２ ３後 1 1

英語海外研修 ２前 2 2 英語海外研修
２前
２後

2 2

１前 1 5 １前 1 5

１前 1 3 １前 1 3

１前 1 6 １前 1 6

１後 1 5 １後 1 5

１後 1 3 １後 1 3

１後 1 6 １後 1 6

２前 1 1 ２前 1 3

２前 1 1 ２前 1 1

２前 1 1 ２前 1 4

２後 1 1 ２後 1 3

２後 1 1 ２後 1 1

２後 1 1 ２後 1 4

日本語読解１ １前 1 1 日本語読解１ １前 1 1

日本語読解２ １後 1 1 日本語読解２ １後 1 1

日本語作文１ １前 1 1 日本語作文１ １前 1 1

日本語作文２ １後 1 1 日本語作文２ １後 1 1

上級日本語読解１ ２前 1 1 上級日本語読解１ ２前 1 2

上級日本語読解２ ２後 1 1 上級日本語読解２ ２後 1 2

上級日本語作文１ ２前 1 1 上級日本語作文１ ２前 1 2

上級日本語作文２ ２後 1 1 上級日本語作文２ ２後 1 2

１前
１後

1 4
１前
１後

1 3

運動科学
１前
１後

2 4 運動科学
１前
１後

2 4

- -

英語(Listening
　&Speaking) １

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

TOEIC上級
　(Listening) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ４

TOEIC上級
　(Reading) １

TOEIC上級
　(Reading) ２

科目
区分

授業科目の名称

初修外国語入門２
（ドイツ語）

初修外国語入門２
（フランス語）

初修外国語入門２
（フランス語）

初修外国語入門２
（中国語）

初修外国語入門２
（中国語）

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

初
修
外
国
語

初修外国語入門１
（ドイツ語）

初
修
外
国
語

初修外国語入門１
（ドイツ語）

初修外国語入門１
（フランス語）

初修外国語入門１
（フランス語）

初修外国語入門１
（中国語）

初修外国語入門１
（中国語）

英語(Reading
　　　&Writing) ４

初修外国語初級２
（ドイツ語）

初修外国語初級２
（ドイツ語）

初修外国語初級２
（フランス語）

初修外国語初級２
（フランス語）

初修外国語初級２
（中国語）

初修外国語初級２
（中国語）

初修外国語初級１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（フランス語）

初修外国語初級１
（フランス語）

初修外国語初級１
（中国語）

初修外国語初級１
（中国語）

初修外国語入門２
（ドイツ語）

TOEIC上級
　　(Reading) １

TOEIC上級
　(Listening) ２

英語(Reading
　　　&Writing) １

英語(Reading
　　　&Writing) １

英語(Reading
　　　&Writing) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ３

英語(Reading
　　　&Writing) ３

英
語

英語(Listening
　&Speaking) １

英語(Listening
　&Speaking) ２

英語(Listening
　&Speaking) ２

英語(Listening
　&Speaking) ３

英語(Listening
　&Speaking) ３

英語(Listening
　&Speaking) ４

英語(Listening
　&Speaking) ４

TOEIC上級
　(Listening) １

TOEIC上級
　(Listening) １

TOEIC上級
　　(Reading) ２

小計（59科目） 小計（59科目）

日
本
語

日
本
語

身
体
科
学

科
目

スポーツ科学
実習

身
体
科
学

科
目

スポーツ科学
実習

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

英
語
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 7 3 3 １前 2 7 3 3

１前 2 1 1 １前 2 1 1

１後 2 2 １後 2 2

１前 2 4 １前 2 4

１後 2 4 １後 2 4

２前 2 2 ２前 2 2

２後 2 2 ２後 2 2

２前 2 1 ２前 2 1

化学概論 ２前 2 1 化学概論 ２前 2 1

２前 2 1 1 ２前 2 1 1

地学概論 ２前 2 1 地学概論 ２前 2 1

環境と物理学 ２後 2 1 環境と物理学 ２後 2 1

２後 2 1 ２後 2 1

生態学 ２後 2 1 1 生態学 ２後 2 1 1

宇宙科学と人類 ２後 2 1 宇宙科学と人類 ２後 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 1 ２前 2 1 1

２後 2 1 ２後 2 1

２後 2 1 ２後 2 1

３前 2 1 ３前 2 1

３前 2 1 ３前 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

２前 2 1 3 ２前 2 1 3

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

環境政策論 ２前 2 1 環境政策論 ２前 2 1

花と緑の計画論 ２後 2 1 花と緑の計画論 ２後 2 1

都市・交通計画論 ２後 2 1 都市・交通計画論 ２前 2 1

廃棄物論 ２後 2 1 廃棄物論 ２後 2 1

環境経済論 ２後 2 1 環境経済論 ２後 2 1

土壌環境論 ３前 2 1 土壌環境論 ３前 2 1

植生学と自然 ３前 2 1 1 植生学と自然 ３前 2 1 1

３前 2 1 1 ３前 2 1 1

３前 2 1 ３前 2 1

空間情報科学 ３前 2 1 空間情報科学 ３前 2 1

環境制御論 ３後 2 1 環境制御論 ３後 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

水生生物学 ３後 2 1 水生生物学 ３後 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

３後 2 3 ３後 2 3

緑化植物論 ３後 2 1 緑化植物論 ３後 2 1

環境アセスメント ３後 2 1 環境アセスメント ３後 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

データ分析入門
１

データ分析入門
１

環境学概論

専
門
教
育
科
目

基
盤
科
目

環境学概論

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

物理学概論 物理学概論

社会調査の基礎 社会調査の基礎

環境と化学 環境と化学

Webデザイン/
プレゼンテー
ション

Webデザイン/
プレゼンテー
ション

情報機器の操作
２

情報機器の操作
２

コンピュータ
グラフィックス

コンピュータ
グラフィックス

データ分析入門
２

データ分析入門
２

情報機器の操作
１

情報機器の操作
１

環境のための分
析化学

環境のための分
析化学

生物学概論 生物学概論

水環境工学 水環境工学

大気環境学

統計解析の基礎 統計解析の基礎

環境まちづくり論 環境まちづくり論

社会調査の手法 社会調査の手法

大気環境学

緑の環境工学

植生管理とビオ
トープ

生物多様性と文
化

生物多様性と文
化

生態系評価と
ビオトープ施工論

生態系評価と
ビオトープ施工論

原子力と
エネルギー

原子力と
エネルギー

発
展
科
目

緑の環境工学

地域コミュニティ
論

地域コミュニティ
論

専
門
教
育
科
目

基
盤
科
目

統計解析の応用 統計解析の応用

植生管理とビオ
トープ

発
展
科
目

ランドスケープ
計画論

ランドスケープ
計画論

地域環境の
システム分析

地域環境の
システム分析
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

４前 2 1 ４前 2 1

４前 2 1 ４前 2 1

４前 2 1 ４前 2 1

２前 2 3 2 2 2 ２前 2 2 3 2 2

２後 2 3 2 1 2 ２後 2 4 1 1 2

３前 2 2 1 1 2 ３前 2 2 1 1 2

３後 2 1 2 2 ３後 2 1 2 2

地球環境演習
３前
３後

2 1 地球環境演習
３前
３後

2 1

２前
２後

2 1 1
２前
２後

2 1 1

２前
２後

2 1
２前
２後

2 1

３前
３後

2 1 1
３前
３後

2 1 1

緑化施工演習
３前
３後

2 1 緑化施工演習
３前
３後

2 1

２前
２後

2 3 1 1
２前
２後

2 3 1 1

３前
３後

2 3 1 1
３前
３後

2 3 1 1

CAD演習1 ２前 1 1 CAD演習1 ２前 1 1

CAD演習2 ２後 1 1 CAD演習2 ２後 1 1

GIS演習１ ３前 2 1 GIS演習１ ３前 2 1

GIS演習２ ３後 2 1 GIS演習２ ３後 2 1

物理学実験 １前 2 1 物理学実験 １前 2 1 1

化学実験 １後 2 1 1 化学実験 １後 2 1 1

生物学実験 ２後 2 1 生物学実験 ２後 2 4

地学実験 ２後 2 2 地学実験 ２後 2 2 1

プレ卒研 ３通 2 7 6 3 プレ卒研 ３通 2 7 6 3

卒業研究 ４通 4 7 6 3 卒業研究 ４通 4 7 6 3

- -

入門ゼミ１ １前 1 7 3 3 入門ゼミ１ １前 1 7 3 3

入門ゼミ２ １後 1 7 3 3 入門ゼミ２ １後 1 7 3 3

環境資格対策１ １前 1 3 環境資格対策１ １前 1 3

環境資格対策２ １後 1 2 1 環境資格対策２ １後 1 2 1

２前 2 1 ２前 2 1 6

２後 2 1 ２後 2 1 4

特別演習１ ３前 1 1 特別演習１ ３前 1 1

特別演習２ ３後 1 1 特別演習２ ３後 1 1

- -

- -

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

演
習

フィールドスタジ
オ
演習１

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

生態学特別
演習２

ランドスケープの
歴史

ランドスケープの
歴史

環境の
マネジメント

環境の
マネジメント

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

生命と多様性の
科学

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

生命と多様性の
科学

環境理工学
演習１

環境理工学
演習１

環境理工学
演習２

環境理工学
演習２

環境計画
フィールド演習２

環境計画
フィールド演習２

演
習

フィールドスタジ
オ演習１

フィールドスタジ
オ演習２

フィールドスタジ
オ演習２

生物資源
活用演習

生物資源
活用演習

環境計画
フィールド演習１

環境計画
フィールド演習１

生態学特別
演習１

生態学特別
演習１

生態学特別
演習２

キャリア
デザイン１

キャリア
デザイン１

キャリア
デザイン２

キャリア
デザイン２

実
践
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

実
践
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

卒
業

研
究

卒
業

研
究

小計（67科目） 小計（67科目）

実
験

実
験

小計（8科目） 小計（8科目）

合計（141科目） 合計（141科目）
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
・ 認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

・ 不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

在学中に124単位以上を修得しなければならない。

【フィールド教育科目】必修、選択を合わせて12単位以上とする。

【総合教育科目】言語文化科目の英語より4単位以上を含む20単位以上とする。

【専門教育科目】必修、選択を合わせて、86単位以上とする。

・ 環境技術コースの卒業要件単位数は、必修科目30単位、選択科目56単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 地域生態系コースの卒業要件単位数は、必修科目32単位、選択科目54単位以

上、合計86単位以上とする。

・ 環境緑化コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 環境計画コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

【実践教育科目】6単位以上とする。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

在学中に124単位以上を修得しなければならない。

【フィールド教育科目】必修、選択を合わせて12単位以上とする。

【総合教育科目】言語文化科目の英語より4単位以上を含む20単位以上とする。

【専門教育科目】必修、選択を合わせて、86単位以上とする。

・ 環境技術コースの卒業要件単位数は、必修科目30単位、選択科目56単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 地域生態系コースの卒業要件単位数は、必修科目32単位、選択科目54単位以

上、合計86単位以上とする。

・ 環境緑化コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 環境計画コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

【実践教育科目】6単位以上とする。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法
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択
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手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 1 1 4 １前 2 2 4

１後 2 1 1 3 １後 2 2 3

環境技術入門 １前 2 2 1 環境技術入門 １前 2 2 1

自然と人の共生 1後 2 1 2 自然と人の共生 1前 2 1 2

環境緑化入門 １後 2 1 1 環境緑化入門 １後 2 1 1

１後 2 3 2 １後 2 2 2

２後 2 7 4 2 ２後 2 6 7 1

- -

哲学 １後 2 1 哲学 １後 2 1

心理学 １前 2 1 心理学 １前 2 1

社会思想史 １後 2 1 社会思想史 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

日本国憲法 １後 2 1 日本国憲法 １前 2 1

経済学 １後 2 1 経済学 １後 2 1

地理学 １前 2 1 地理学 １後 2 1

数学の基礎 １後 2 1 数学の基礎 １後 2 1

１後 2 1 １後 2 1

化学の基礎 １後 2 1 化学の基礎 １後 2 1

生物の基礎 １前 2 1 生物の基礎 １前 2 1

時事問題 １後 2 1 時事問題 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

科学技術史 １後 2 1 科学技術史 １後 2 1

１前 2 1 １前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

教育原理 １後 2 2 教育原理 １後 2 2

教育心理学 １前 2 2 教育心理学 １前 2 2

２後 2 2 ２後 2 1

２前
２後

2 1
２前
２後

2 1

生涯学習論
２前
２後

2 1 生涯学習論
２前
２後

2 1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【令和元年度】 【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

総
合
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

人
文
科
学

総
合
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

人
文
科
学

日本の社会と
文化１

学
際
領
域

学
際
領
域

倫理学
（工業倫理含む）

持続可能な社会
のデザイン

持続可能な社会
のデザイン

環境問題への
アプローチ

環境問題への
アプローチ

小計（7科目） 小計（７科目）

フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ

ス

フィールド
プラクティス１

フ
ィ
ー

ル
ド
教
育
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ

ス

フィールド
プラクティス１

フィールド
プラクティス２

フィールド
プラクティス２

フ
ィ
ー

ル
ド
関
連

教
養
科
目

フ
ィ
ー

ル
ド
関
連

教
養
科
目

人
間
教
育

人
間
教
育

道徳教育の
理論と方法

道徳教育の
理論と方法

人権教育 人権教育

倫理学
（工業倫理含む）

日
本
文
化

日本事情１ 日
本
文
化

日本事情１

日本事情２ 日本事情２

日本の社会と
文化１

日本の社会と
文化２

日本の社会と
文化２

社
会
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

自
然
科
学

物理の基礎 物理の基礎
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択
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 1 4 １前 1 4

１後 1 4 １後 1 4

２前 1 4 ２前 1 4

２後 1 4 ２後 1 4

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

１前 1 4 １前 1 4

１後 1 4 １後 1 4

２前 1 4 ２前 1 4

２後 1 4 ２後 1 4

２前 1 1 ２前 1 1

２後 1 1 ２後 1 1

英語総合（上級）１ ３前 1 1 英語総合（上級）１ ３前 1 1

英語総合（上級）２ ３後 1 1 英語総合（上級）２ ３後 1 1

英語海外研修
２前
２後

2 2
２前
２後

2 2

１前 1 5 １前 1 5

１前 1 2 １前 1 2

１前 1 6 １前 1 6

１後 1 5 １後 1 5

１後 1 2 １後 1 2

１後 1 6 １後 1 6

２前 1 3 ２前 1 3

２前 1 1 ２前 1 1

２前 1 4 ２前 1 3

２後 1 3 ２後 1 3

２後 1 1 ２後 1 1

２後 1 4 ２後 1 3

日本語読解１ １前 1 2 日本語読解１ １前 1 1

日本語読解２ １後 1 2 日本語読解２ １後 1 1

日本語作文１ １前 1 1 日本語作文１ １前 1 2

日本語作文２ １後 1 1 日本語作文２ １後 1 2

上級日本語読解１ ２前 1 1 上級日本語読解１ ２前 1 1

上級日本語読解２ ２後 1 1 上級日本語読解２ ２後 1 1

上級日本語作文１ ２前 1 2 上級日本語作文１ ２前 1 1

上級日本語作文２ ２後 1 2 上級日本語作文２ ２後 1 1

１前
１後

1 4
１前
１後

1 4

運動科学
１前
１後

2 4 運動科学
１前
１後

2 4

- -

英語(Listening
　&Speaking) １

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

TOEIC上級
　(Listening) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ４

初修外国語入門１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（中国語）

初修外国語初級１
（中国語）

初修外国語初級２
（ドイツ語）

科目
区分

授業科目の名称

初修外国語入門２
（フランス語）

初修外国語入門２
（フランス語）

英語(Listening
　&Speaking) ２

英語(Listening
　&Speaking) ２

英語(Listening
　&Speaking) ３

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

初修外国語入門１
（ドイツ語）

初修外国語入門１
（フランス語）

初修外国語入門１
（フランス語）

初修外国語入門１
（中国語）

初修外国語入門１
（中国語）

初修外国語入門２
（ドイツ語）

初修外国語入門２
（ドイツ語）

英語(Reading
　　　&Writing) ４

TOEIC上級
　(Reading) １

TOEIC上級
　　(Reading) １

TOEIC上級
　(Reading) ２

TOEIC上級
　　(Reading) ２

英語海外研修
（未開講）

TOEIC上級
　(Listening) ２

英語(Reading
　　　&Writing) １

英語(Reading
　　　&Writing) １

英語(Reading
　　　&Writing) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ２

英語(Reading
　　　&Writing) ３

英語(Reading
　　　&Writing) ３

英
語

英語(Listening
　&Speaking) １

英語(Listening
　&Speaking) ３

英語(Listening
　&Speaking) ４

英語(Listening
　&Speaking) ４

TOEIC上級
　(Listening) １

TOEIC上級
　(Listening) １

小計（59科目） 小計（59科目）

初修外国語初級２
（中国語）

初修外国語初級２
（中国語）

日
本
語

日
本
語

身
体
科
学

科
目

スポーツ科学
実習

身
体
科
学

科
目

スポーツ科学
実習

総
合
教
育
科
目

言
語
文
化
科
目

英
語

初
修
外
国
語

初修外国語初級２
（ドイツ語）

初修外国語初級２
（フランス語）

初修外国語初級２
（フランス語）

初修外国語入門２
（中国語）

初修外国語入門２
（中国語）

初修外国語初級１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（ドイツ語）

初修外国語初級１
（フランス語）

初修外国語初級１
（フランス語）

初
修
外
国
語
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必

修

選

択

自

由
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授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

環境学概論 １前 2 7 4 2 環境学概論 １前 2 6 5 1

１前 2 1 1 １前 2 1 1

１後 2 2 １後 2 2

１前 2 5 １前 2 4

１後 2 5 １後 2 4

２前 2 2 ２前 2 2

２後 2 2 ２後 2 2

物理学概論 ２前 2 1 物理学概論 ２前 2 1

化学概論 ２前 2 1 化学概論 ２前 2 1

生物学概論 ２前 2 1 1 生物学概論 ２前 2 1 1

地学概論 ２前 2 1 地学概論 ２前 2 1

環境と物理学 ２後 2 1 環境と物理学 ２後 2 1

環境と化学 ２後 2 1 環境と化学 ２後 2 1

生態学 ２後 2 1 1 生態学 ２後 2 1 1

宇宙科学と人類 ２後 2 1 宇宙科学と人類 ２後 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 1 ２前 2 1 1

２後 2 1 ２後 2 1

２後 2 1 ２後 2 1

３前 2 1 ３前 2 1

３前 2 1 ３前 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

２前 2 1 3 ２前 2 1 3

２前 2 1 ２前 2 1

２前 2 1 ２前 2 1

環境政策論 ２前 2 1 環境政策論 ２前 2 1

花と緑の計画論 ２後 2 1 花と緑の計画論 ２後 2 1

都市・交通計画論 ２前 2 1 都市・交通計画論 ２前 2 1

廃棄物論 ２後 2 1 廃棄物論 ２後 2 1

環境経済論 ２後 2 1 環境経済論 ２後 2 1

土壌環境論 ３前 2 1 土壌環境論 ３前 2 1

植生学と自然 ３前 2 1 1 植生学と自然 ３前 2 1 1

３前 2 1 1 ３前 2 1 1

３前 2 1 ３前 2 1

空間情報科学 ３前 2 1 空間情報科学 ３前 2 1

環境制御論 ３後 2 1 環境制御論 ３後 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

水生生物学 ３後 2 1 水生生物学 ３後 2 1

３後 2 1 ３後 2 1

３前 2 3 ３前 2 3

緑化植物論 ３後 2 1 緑化植物論 ３後 2 1

環境アセスメント ３後 2 1 環境アセスメント ３後 2 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

コンピュータ
グラフィックス

コンピュータ
グラフィックス

Webデザイン/
プレゼンテー
ション

Webデザイン/
プレゼンテー
ション

環境のための分
析化学

環境のための分
析化学

データ分析入門
２

データ分析入門
２

情報機器の操作
１

情報機器の操作
１

情報機器の操作
２

情報機器の操作
２

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

基
盤
科
目

専
門
教
育
科
目

基
盤
科
目

データ分析入門
１

データ分析入門
１

統計解析の応用 統計解析の応用

発
展
科
目

植生管理とビオ
トープ

発
展
科
目

植生管理とビオ
トープ

緑の環境工学 緑の環境工学

地域コミュニティ
論

地域コミュニティ
論

社会調査の手法 社会調査の手法

大気環境学 大気環境学

統計解析の基礎 統計解析の基礎

水環境工学 水環境工学

社会調査の基礎 社会調査の基礎

環境まちづくり論 環境まちづくり論

生物多様性と文
化

生物多様性と文
化

生態系評価と
ビオトープ施工論

生態系評価と
ビオトープ施工論

ランドスケープ
計画論

ランドスケープ
計画論

地域環境の
システム分析

地域環境の
システム分析

原子力と
エネルギー

原子力と
エネルギー
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必
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選

択

自
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授

准
教
授
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師

助

教

助

手

４前 2 1 ４前 2 1

４前 2 1 ４前 2 1

４前 2 1 ４前 2 1

２前 2 2 4 1 2 ２前 2 2 4 1 2

２後 2 4 1 1 2 ２後 2 3 1 1 3

３前 2 3 1 2 2 ３前 2 3 2 1 2

３後 2 2 1 4 ３後 2 2 1 5

地球環境演習
３前
３後

2 1 地球環境演習
３前
３後

2 1

２前
２後

2 1 1
２前
２後

2 1 1

２前
２後

2 1
２前
２後

2 1

３前
３後

2 1 1
３前
３後

2 1 1

緑化施工演習
３前
３後

2 1 1 緑化施工演習
３前
３後

2 1 1

２前
２後

2 3 2
２前
２後

2 2 2

３前
３後

2 3 2
３前
３後

2 2 2

CAD演習1 ２前 1 1 CAD演習1 ２前 1 1

CAD演習2 ２後 1 1 CAD演習2 ２後 1 1

GIS演習１ ３前 2 1 GIS演習１ ３前 2 1

GIS演習２ ３後 2 1 GIS演習２ ３後 2 1

物理学実験 １前 2 2 物理学実験 １前 2 2

化学実験 １後 2 1 1 化学実験 １後 2 2

生物学実験 ２後 2 4 生物学実験 ２後 2 4

地学実験 ２後 2 1 2 地学実験 ２後 2 1 2

プレ卒研 ３通 2 7 6 1 プレ卒研 ３通 2 6 7 1

卒業研究 ４通 4 7 6 3 卒業研究 ４通 4 6 7 1

- -

入門ゼミ１ １前 1 8 4 2 入門ゼミ１ １前 1 6 5 1

入門ゼミ２ １後 1 8 4 2 入門ゼミ２ １後 1 6 5 1

環境資格対策１ １前 1 3 環境資格対策１ １前 1 2

環境資格対策２ １後 1 2 1 環境資格対策２ １後 1 1 1

２前 2 2 5 ２前 2 1 1 4

２後 2 1 6 ２後 2 1 5

特別演習１ ３前 1 2 1 1 特別演習１ ３前 1 1 1 1

特別演習２ ３後 1 2 1 1 特別演習２ ３後 1 1 1 1 2

- -

- -

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

生態学特別
演習１

生態学特別
演習２

生態学特別
演習２

生物資源
活用演習

生物資源
活用演習

演
習

フィールドスタジ
オ演習１

演
習

フィールドスタジ
オ演習１

フィールドスタジ
オ演習２

フィールドスタジ
オ演習２

環境理工学
演習１

環境理工学
演習１

環境理工学
演習２

環境理工学
演習２

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

生命と多様性の
科学

ランドスケープの
歴史

ランドスケープの
歴史

環境の
マネジメント

環境の
マネジメント

キャリア
デザイン２

キャリア
デザイン２

小計（8科目） 小計（8科目）

合計（141科目） 合計（141科目）

卒
業

研
究

卒
業

研
究

小計（67科目） 小計（67科目）

実
践
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

実
践
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

キャリア
デザイン１

キャリア
デザイン１

専
門
教
育
科
目

発
展
科
目

生命と多様性の
科学

環境計画
フィールド演習１

環境計画
フィールド演習１

環境計画
フィールド演習２

環境計画
フィールド演習２

実
験

実
験

生態学特別
演習１
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卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

在学中に124単位以上を修得しなければならない。

【フィールド教育科目】必修、選択を合わせて12単位以上とする。

【総合教育科目】言語文化科目の英語より4単位以上を含む20単位以上とする。

【専門教育科目】必修、選択を合わせて、86単位以上とする。

・ 環境技術コースの卒業要件単位数は、必修科目30単位、選択科目56単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 地域生態系コースの卒業要件単位数は、必修科目32単位、選択科目54単位以

上、合計86単位以上とする。

・ 環境緑化コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 環境計画コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

【実践教育科目】6単位以上とする。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

在学中に124単位以上を修得しなければならない。

【フィールド教育科目】必修、選択を合わせて12単位以上とする。

【総合教育科目】言語文化科目の英語より4単位以上を含む20単位以上とする。

【専門教育科目】必修、選択を合わせて、86単位以上とする。

・ 環境技術コースの卒業要件単位数は、必修科目30単位、選択科目56単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 地域生態系コースの卒業要件単位数は、必修科目32単位、選択科目54単位以

上、合計86単位以上とする。

・ 環境緑化コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

・ 環境計画コースの卒業要件単位数は、必修科目28単位、選択科目58単位以上、

合計86単位以上とする。

【実践教育科目】6単位以上とする。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

19



【平成２９年度】

【平成３０年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

・クラス編成の都合により、「物理の基礎」の教員の配置を「兼職・兼担２」から「兼職・兼担１」に変更。

・クラス編成の都合により、「教育心理学」の教員の配置を「兼職・兼担１」から「兼職・兼担３」に変更。

・クラス編成の都合により、「道徳教育の理論と方法」の教員の配置を「兼職・兼担１」から「兼職・兼担３」に変更。

・時間割編成の都合により、「人権教育」の配当年次を「２後」から「２前・２後」に変更。

・時間割編成の都合により、「生涯学習論」の配当年次を「２前」から「２前・２後」に変更。

・クラス編成の都合により、「英語（Listening&Speaking）１」「英語（Listening&Speaking）２」の教員の配置を「兼任・兼担３」から

「兼任・兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「英語（Listening&Speaking）３」「英語（Listening&Speaking）４」の教員の配置を「兼任・兼担１」から

「兼任・兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「英語（Reading&Writing）１」「英語（Reading&Writing）２」の教員の配置を「兼任・兼担３」から「兼任・

兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「英語（Reading&Writing）３」「英語（Reading&Writing）４」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・

兼担３」に変更。

・クラス編成の都合により、「初修外国語初級１（ドイツ語）」「初修外国語初級２（ドイツ語）」の教員の配置を「兼任・兼担１」から

「兼任・兼担３」に変更。

・クラス編成の都合により、「初修外国語初級１（中国語）」「初修外国語初級２（中国語）」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼

任・兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「上級日本語読解１」「上級日本語読解２」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。

・クラス編成の都合により、「上級日本語作文１」「上級日本語作文２」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。

・クラス編成の都合により、「スポーツ科学実習」の教員の配置を「兼任・兼担４」から「兼任・兼担３」に変更。

・時間割編成の都合により、「都市・交通計画論」の配当年次を「２後」から「２前」に変更。

・クラス編成の都合により、「フィールドスタジオ演習１」の教員の配置を「教授３、准教授２、講師２、兼任・兼担２」から「教授２、准

教授３、講師２、兼任・兼担２」に変更。

・クラス編成の都合により、「フィールドスタジオ演習２」の教員の配置を「教授３、准教授２、講師１、兼任・兼担２」から「教授４、准

教授１、講師１、兼任・兼担２」に変更。

・クラス編成の都合により、「物理学実験」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「准教授１、兼任・兼担１」に変更。

・クラス編成の都合により、「生物学実験」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「地学実験」の教員の配置を「准教授２」から「准教授２、兼任・兼担１」に変更。

・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン１」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「准教授１、兼任・兼担６」に変更。

・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン２」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「教授１、兼任・兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス２」の教員の配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担３」に変更。

・時間割編成による調整のため、「日本国憲法」の配当年次を「１前」から「１後」に変更。

・クラス編成の都合により、「物理の基礎」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。

・クラス編成の都合により、「教育哲学」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。

・クラス編成の都合により、「英語（Listening&Speaking）１」「英語（Listening&Speaking）２」の教員の配置を「兼任・兼担１」から

「兼任・兼担３」に変更。

・クラス編成の都合により、「英語（Reading&Writing）１」「英語（Reading&Writing）２」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・

兼担３」に変更。

・クラス編成の都合により、「初修外国語入門１（ドイツ語）」「初修外国語入門２（ドイツ語）」の教員の配置を「兼任・兼担１」から

「兼任・兼担５」に変更。

・クラス編成の都合により、「初修外国語入門１（フランス語）」「初修外国語入門２（フランス語）」の教員の配置を「兼任・兼担１」か

ら「兼任・兼担３」に変更。

・クラス編成の都合により、「初修外国語入門１（中国語）」「初修外国語入門２（中国語）」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼

任・兼担６」に変更。

・クラス編成の都合により、「スポーツ科学実習」の配当年次を「１前」から「１前・１後」に、教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼

任・兼担４」に変更。

・クラス編成の都合により、「運動科学」の配当年次を「１後」から「１前・１後」に、教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担

４」に変更。

・クラス編成の都合により、「データ分析入門１」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「教授１、兼任・兼担１」に変更。

・クラス編成の都合により、「データ分析入門２」の教員の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。

・教職課程認定申請上の対応のため、「地球環境演習」の配当年次を「４前・４後」から「３前・３後」に変更。
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【令和元年度】
・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス1」の教員の配置を「准教授1、講師1、兼任・兼担4」から「教授1、准教授1、兼任・
兼担4」に変更。
・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス2」の教員の配置を「准教授1、講師1、兼任・兼担3」から「教授1、准教授1、兼任・
兼担3」に変更。
・時間割編成の都合により、「自然と人の共生」の配当年次を「1前」から「1後」に変更。
・教員の昇任により、「持続可能な社会のデザイン」の教員の配置を「教授3、准教授1、講師1」から「教授3、准教授2」に変更。
・教員の昇任により、「環境問題へのアプローチ」の教員の配置を「教授7、准教授3、講師3」から「教授7、准教授4、講師2」に変更。
・教職課程認定申請上の対応のため科目名を「教育哲学」から「教育原理」に変更。
・クラス編成の都合により、「教育心理学」の教員の配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「道徳教育の理論と方法」の教員の配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「英語（Reading&Writing）3」「英語（Reading&Writing）4」の教員の配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼
担4」に変更。
・クラス編成の都合により、「初修外国語入門1（フランス語）」「初修外国語入門2（フランス語）」の教員の配置を「兼任・兼担3」から
「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「日本語読解1」「日本語読解2」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「上級日本語読解1」「上級日本語読解2」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「スポーツ科学実習」の教員の配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担4」に変更。
・教員の昇任により、「環境学概論」の教員の配置を「教授7、准教授3、講師3」から「教授7、准教授4、講師2」に変更。
・クラス編成の都合により、「情報機器の操作1」「情報機器の操作2」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「宇宙科学と人類」の教員の配置を「准教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・教員の昇任により、「統計解析の基礎」の教員の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・クラス編成の都合により、「都市・交通計画論」の教員の配置を「教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・教員の昇任により、「廃棄物論」の教員の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・クラス編成の都合により、「地域環境のシステム分析」の教員の配置を「教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・時間割編成の都合により、「生態系評価とビオトープ施行論」の配当年次を「3後」から「3前」に変更。
・教員の昇任により、「フィールドスタジオ演習1」の教員の配置を「教授2、准教授3、講師2、兼任・兼担2」から「教授2、准教授4、講師
1、兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境理工学演習1」の教員の配置を「教授2、准教授1、講師1、兼任・兼担2」から「教授3、准教授1、講師2、
兼任・兼担2」に変更。
・教員の昇任により、「環境理工学演習2」の教員の置を「准教授1、講師2、兼任・兼担2」から「准教授2、講師1、兼任・兼担4」に変更。
・クラス編成の都合により、「緑化施工演習」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「講師1、兼任・兼担1」に変更。
・教員の昇任により、「環境計画フィールド演習1」「環境計画フィールド演習2」の教員の配置を「教授3、准教授1、講師1」から「教授3、
准教授2」に変更。
・クラス編成の都合により、「物理学実験」の教員の配置を「准教授1、兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「地学実験」の教員の配置を「准教授2、兼任・兼担1」から「准教授1、兼任・兼担2」に変更。
・教員の昇任により、「プレ卒検」の教員の配置を「教授7、准教授6、講師3」から「教授7、准教授6、講師1」に変更。
・教員の昇任により、「入門ゼミ1」「入門ゼミ2」の教員の配置を「教授7、准教授3、講師3」から「教授8、准教授4、講師2」に変更。
・教員の昇任により、「環境資格対策2」の教員の配置を「教授2、講師1」から「教授2、准教授1」に変更。
・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン1」の教員の配置を「准教授1、兼任・兼担6」から「准教授2、兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン2」の教員の配置を「教授1、兼任・兼担4」から「准教授1、兼任・兼担6」に変更。
・クラス編成の都合により、「特別演習1」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「教授2、准教授1、講師1、兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「特別演習2」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「教授2、講師1、兼任・兼担1」に変更。
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【令和２年度】
・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス１」の教員の配置を「教授1、准教授1、兼任・兼担4」から「准教授2、兼任・兼担
4」に変更。
・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス２」の教員の配置を「教授1、准教授1、兼任・兼担3」から「准教授2、兼任・兼担
3」に変更。
・教員の昇任により、「環境技術入門」の教員の配置を「教授2、講師1」から「教授2、准教授1」に変更。
・時間割編成の都合により、「自然と人の共生」の配当年次を「1前・1後」から「1前」に変更。
・クラス編成の都合により、「持続可能な社会のデザイン」の教員の配置を「教授3、准教授2」から「教授2、准教授2」に変更。
・クラス編成の都合および教員の昇任により、「環境問題へのアプローチ」の教員の配置を「教授7、准教授4、講師2」から「教授6、准教授
7、講師1」に変更。
・時間割編成の都合により、「日本国憲法」の配当年次を「1後」から「1前」に変更。
・時間割編成の都合により、「地理学」の配当年次を「1後」から「1前」に変更。
・クラス編成の都合により、「道徳教育に理論と方法」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「初修外国語初級１（中国語）」「初修外国語初級２（中国語）」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼
任・兼担3」に変更。
・クラス編成の都合により、「日本語読解１」「日本語読解２」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「日本語作文１」「日本語作文２」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「上級日本語作文１」「上級日本語作文２」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合および教員の昇任により、「環境学概論」の教員の配置を「教授7、准教授4、講師2」から「教授6、准教授5、講師1」に
変更。
・クラス編成の都合により、「情報機器の操作１」「情報機器の操作２」の教員の配置を「兼任・兼担5」から「兼任・兼担4」に変更。
・教員の昇任により、「環境のための分析科学」の教員の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境政策論」の教員の配置を「教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「ランドスケープ計画論」の教員の配置を「教授１、講師1」から「講師1」に変更。
・教員の昇任により、「環境制御論」の教員の配置を「講師1」から「准教授1」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境アセスメント」の教員の配置を「教授１」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「フィールドスタジオ演習２」の教員の配置を「教授4、准教授1、講師1、兼任・兼担2」から「教授3、准教授
1、講師1、兼任・兼担3」に変更。
・教員の昇任により、「環境理工学演１」の教員の配置を「教授3、准教授1、講師2、兼任・兼担2」から「教授3、准教授2、講師1、兼任・
兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境理工学演習２」の教員の配置を「准教授2、講師1、兼任・兼担4」から「准教授2、講師1、兼任・兼担5」
に変更。
・クラス編成の都合により、「環境計画フィールド演習１」「環境計画フィールド演習２」の教員の配置を「教授3、准教授2」から「教授
2、准教授2」に変更。
・教員の昇任により、「化学実験」の教員の配置を「准教授1、講師1」から「准教授2」に変更。
・クラス編成の都合および教員の昇任により、「プレ卒研」の教員の配置を「教授7、准教授6、講師1」から「教授6、准教授7、講師1」に変
更。
・クラス編成の都合および教員の昇任により、「卒業研究」の教員の配置を「教授7、准教授6、講師2」から「教授6、准教授7、講師1」に変
更。
・クラス編成の都合および教員の昇任により、「入門ゼミ１」「入門ゼミ２」の教員の配置を「教授８、准教授4、講師2」から「教授6、准
教授5、講師1」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境資格対策１」の教員の配置を「教授3」から「教授2」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境資格対策２」の教員配置を「教授２、准教授１」から「教授１、准教授１」に変更。
・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン１」の教員の配置を「准教授2、兼任・兼担5」から「教授1、准教授1、兼任・兼担4」に変
更。
・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン２」の教員の配置を「准教授1、兼任・兼担6」から「准教授1、兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「特別演習１」の教員の配置を「教授2、准教授1、講師1」から「教授1、講師1、兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「特別演習２」の教員の配置を「教授2、講師1、兼任・兼担1」から「教授1、准教授1、講師1、兼任・兼担2」
に変更。
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【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修

・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス１」の教員の配置を「准教授2、兼任・兼担4」から「教授1、准教授1、兼任・兼担
4」に変更。
・クラス編成の都合により、「フィールドプラクティス２」の教員の配置を「准教授2、兼任・兼担3」から「教授1、准教授1、兼任・兼担
3」に変更。
・クラス編成の都合により、「持続可能な社会のデザイン」の教員の配置を「教授2、准教授2」から「教授1、准教授2」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境問題へのアプローチ」の教員の配置を「教授6、准教授7、講師1」から「教授5、准教授7、講師1」に変
更。
・クラス編成の都合により、「物理の基礎」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。
・クラス編成の都合により、「教育原理」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「英語(Listening&Speaking) ３」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「英語(Listening&Speaking) 4」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「英語(Reading&Writing) ３」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「英語(Reading&Writing) 4」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担5」に変更。
・クラス編成の都合により、「英語海外研修」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「運動科学」の教員の配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担3」に変更。
・クラス編成の都合および教員の昇任により、「環境学概論」の教員の配置を「教授6、准教授5、講師1」から「教授5、准教授5、講師1」に
変更。
・クラス編成の都合により、「生物学概論」の教員の配置を「教授1、准教授1」から「准教授1、兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境まちづくり論」の教員の配置を「教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「植生学と自然」の教員の配置を「教授１、兼任・兼担1」から「教授1」に変更。
・クラス編成の都合により、「地域環境のシステム分析」の教員の配置を「教授１」から「兼任・兼担7」に変更。
・クラス編成の都合により、「空間情報科学」の教員の配置を「教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・時間割編成の都合により、「環境アセスメント」の配当年次を「3後」から「3前」に変更。
・クラス編成の都合により、「フィールドスタジオ演習1」の教員の配置を「教授2、准教授4、講師1、兼任・兼担2」から「教授1、准教授
4、講師1、兼任・兼担3」に変更。
・クラス編成の都合により、「生態学特別演習２」の教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更。
・クラス編成の都合により、「環境計画フィールド演習１」「環境計画フィールド演習２」の教員の配置を「教授2、准教授2」から「教授
1、准教授2」に変更。
・クラス編成の都合により、「GIS演習1」「GIS演習２」の教員の配置を「教授1」から「兼任・兼担1」に変更。
・クラス編成の都合により、「プレ卒研」「卒業研究」の教員の配置を「教授6、准教授7、講師1」から「教授5、准教授7、講師1」に変更。
・クラス編成の都合により、「入門ゼミ１」「入門ゼミ2」の教員の配置を「教授6、准教授5、講師1」から「教授5、准教授5、講師1」に変
更。
・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン１」の教員の配置を「教授1、准教授1、兼任・兼担4」から「教授1、准教授1、兼任・兼担
7」に変更。
・クラス編成の都合により、「キャリアデザイン２」の教員の配置を「准教授1、兼任・兼担5」から「教授1、講師1、兼任・兼担2」に変
更。
・クラス編成の都合により、「特別演習１」の教員の配置を「教授1、講師1、兼任・兼担1」から「教授1、講師1」に変更。
・クラス編成の都合により、「特別演習２」の教員の配置を「教授1、准教授1、講師1、兼任・兼担2」から「教授1、准教授1、講師1、兼
任・兼担1」に変更。

（２） 授業科目数

141
科目

[ 　0 　] [　 0 　] [　 ―　 ] [　 0 　]

選択 自由 計

16 125 ― 141 16 125 ―
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 英語海外研修 2 2前･2後 一般 選択

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

141

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

・ 「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
留意してください。

ください。

「大学の所見」
・英語海外研修の未開講については、新型コロナウイルス感染拡大に伴い未開講となったが、他の選択
科目が十分に開講されていることもあり、学生の教育課程に支障はないものと考える。（２）

「学生への周知方法見」
英語海外研修の未開講については、履修登録期間前に学内掲示およびWeb公開することにより周知し、学
生に直接的な影響が出ないように対応している。（２）

＝ 0.7 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

新型コロナウイルス感染拡大に伴い未開
講とする（2）

ください。

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
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備考

大阪産業大学短期大学部の廃止及び使
用実態に一致させたことによる変更

(30)

大阪産業大学短期大学部と共用
（平成26年度より学生募集停止）

大阪桐蔭高等学校
収容定員　2,160人
大阪桐蔭中学校
収容定員　600人

大阪産業大学短期大学部の廃止及び使
用実態に一致させたことによる変更

(30)

大阪産業大学短期大学部と共用
（平成26年度より学生募集停止）

大阪桐蔭高等学校
収容定員2,160人
大阪桐蔭中学校 収容定員600人
運動場の面積は8,400㎡以上必要

大阪産業大学附属高等学校
収容定員2,280人
運動場の面積は8,400㎡以上必要
(30)

大阪産業大学短期大学部の廃止及び使
用実態に一致させたことによる変更

(30)

大阪産業大学短期大学部と共用
（平成26年度より学生募集停止）

大阪桐蔭高等学校
収容定員2,160人
大阪桐蔭中学校 収容定員600人

３　施設・設備の整備状況，経費

区 分 内 容

(１) 区　　 分 専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地
16,469.49㎡

0.00㎡
68,968.73㎡

121,218.54㎡
35,091.43㎡

120,529.65㎡
156,309.97㎡

42,792.49㎡
198,523.20㎡
234,444.52㎡

校 舎 敷 地
70,292.49㎡

0.00㎡
0.00㎡

70,433.49㎡
7,701.06㎡

77,993.55㎡
78,134.55㎡

小 計
86,761.98㎡

0.00㎡
68,968.73㎡

191,652.03㎡

1,572.03㎡
22,554.93㎡
21,916.92㎡

合 計
107,083.73㎡

0.00㎡
69,629.88㎡

211,996.92㎡
44,364.52㎡

221,078.13㎡
256,361.44㎡

(２) 校 舎

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

計

109,770.49㎡
85,389.93㎡

0.00㎡
 14,553.16㎡

0.00㎡
9,633.70㎡

109,770.49㎡
109,576.79㎡

校

地

等

そ　の　他
20,321.75㎡

0.00㎡
661.15㎡

20,344.89㎡

短期大学部の廃止および使用実態に一

致させたことによる変更(30)

大阪産業大学短期大学部と共用
（平成26年度より学生募集停止）（109,770.49㎡）

（85,389.93㎡）
（0.00㎡）

（14,553.16㎡）
（0.00㎡）

（9,633.70㎡）
（109,770.49㎡）
（109,576.79㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

72室
62室
61室

103室
98室

100室

337室
339室
341室
297室
292室

17室
16室
15室

4室
大学全体

大阪産業大学短期大学部の廃止及
び使用実態に一致させたことによ
る変更(30)
施設整備による変更（29）（3）
人数増減に伴う変更（元）（2）
（3）

32人
53人
43人
40人

（補助職員36人）

8人
7人
8人

（補助職員9人）

専任教育職員人数減による変更（元）
（2）（3）

デザイン工学部　環境理工学科 18　17　15　14 室
(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室 数
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新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

点

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

(46,031〔9,255〕)
(44,460〔9,187〕)

（43,630〔9,117〕）
（42,834〔9,131〕）
（21,811〔4,943〕）

（175〔91〕）
（174〔91〕）
(172〔91〕)

（171〔90〕）
（92〔51〕）

（3〔2〕）
（2〔2〕）
（0〔0〕）

計

44,460〔9,187〕
43,630〔9,117〕
42,834〔9,131〕
21,811〔4,943〕

174〔91〕
172〔91〕
171〔90〕
92〔51〕

2〔2〕
0〔0〕

442
439
433
257

920
1,030
1,117
757
565

1
0

デザイン工学部
環境理工学科

(46,031〔9,255〕)
(44,460〔9,187〕)

（43,630〔9,117〕）
（42,834〔9,131〕）
（21,811〔4,943〕）

（175〔91〕）
（174〔91〕）
(172〔91〕)

（171〔90〕）
（92〔51〕）

（3〔2〕）
（2〔2〕）
（0〔0〕）

（454）
（444）
(439)

（433）
（257）

（1038）
（920）

（1,030）
（1,117）
（757）
（565）

（1）
（0）

図書、学術雑誌、電子
ジャーナルおよび視聴覚資
料は、年度予算における見
直しによる変更（29）(30)
（元）（2）（3）

点 点

44,460〔9,187〕
43,630〔9,117〕
42,834〔9,131〕
21,811〔4,943〕

174〔91〕
172〔91〕
171〔90〕
92〔51〕

2〔2〕
0〔0〕

442
439
433
257

920
1,030
1,117
757
565

1
0

（454）
（444）
(439)

（433）
（257）

（1038）
（920）

（1,030）
（1,117）
（757）
（565）

（1）
（0）

閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

※ 図書館及び体育館は大学全体

使用形態の見直しによる変更
（29）(30)（元）（2）（3）6,645.58㎡

927
947
936
942
940
985

約53万冊

(７) 体　　育　　館
面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要

※ スポーツ施設は授業及び課外活動
用に整備

3,990.10㎡ ﾃﾆｽｺｰﾄ（生駒ｷｬﾝﾊﾟｽ）5面 ｳｪﾙﾈｽ2008　1,987.38㎡

(６) 図　　書　　館

面 積

1,439千円
1,430千円
1,421千円

1,451千円
1,440千円
1,429千円

1,451千円
1,440千円
1,429千円

1,451千円
1,440千円
1,429千円

千円 千円

経費
の見
積り

区 分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

22,790千円
21,605千円
22,790千円

設備購入費
104,618千円
237,111千円

79,696千円
237,111千円

66,420千円
79,696千円

237,111千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入等

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

教員１人当たり研究費等、図書購入費
および設備購入費は、年度予算におけ
る見直しによる変更（29）(2)

　　(参考値)令和3年5月1日現在
・教員一人当り研究費等 652千円
・共同研究費等 22,605千円
・図書購入費 36,761千円

・設備購入費 72,973千円

※共同研究費等は大学全体数で、教員
からの申請に基づき年度ごとに選考・
採択される。
※図書費には電子ｼﾞｬｰﾅﾙ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの
整備費（運用ｺｽﾄ含む）を含む。
※授業料改定による変更（元）(2)

(８) 教員１人当り研究費等
765千円
760千円

652千円
765千円
760千円

図書購入費
54,038千円
54,725千円

39,184千円
54,725千円

35,678千円
39,184千円
54,725千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。

大学全体
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍
人

人間環境学部 － － － －

　文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 － － － 学士
(人間環境学)

－ － － 平成13
大阪府大東市中垣内
３丁目１番１号

平成29年度より学生募集停止

　生活環境学科 4 － － － 学士
(人間環境学)

－ － － 平成13 同上 平成29年度より学生募集停止

スポーツ健康学科 4 － － － 学士
（体育学）

－ － － 平成20 同上 平成29年度より学生募集停止

国際学部 105
3年次

2
424 1.01 0.98

　国際学科 4 105
3年次

2
424 学士

（国際学）
1.01 0.98 平成29 平成29 同上 令和3年度入学定員増(5)

令和3年度編入学定員減（Δ8）

スポーツ健康学部 155
3年次

2
624 1.01 0.96

スポーツ健康学科 4 155
3年次

2
624 学士

（体育学）
1.01 0.96 平成29 平成29 同上 令和3年度入学定員増(5)

令和3年度編入学定員減（Δ8）

経営学部 500
3年次

10
2,020 1.03 0.95

　経営学科 4 300
3年次

5
1,210 学士

（経営学）
0.96 0.89 － 昭和40 同上

令和3年度編入学定員減（Δ5）
令和2年度入学定員増(5)
令和2年度編入学定員減（Δ5）
令和元年度編入学定員減（Δ5）
平成29年度入学定員減（Δ5）

　商学科 4 200
3年次

5
810 学士

（経営学）
1.13 1.03 － 平成7 同上

令和3年度編入学定員減（Δ5）
令和2年度入学定員増(10)
令和2年度編入学定員減（Δ5）
令和元年度編入学定員減（Δ5）
平成29年度入学定員減（Δ10）

経済学部 500
3年次

10
2,020 1.02 0.97

　経済学科 4 250
3年次

5
1,010 学士

（経済学）
1.02 0.97 － 昭和61 同上

　国際経済学科 4 250
3年次

5
1,010 学士

（経済学）
1.02 0.97 － 平成11 同上

デザイン工学部 306
3年次

6
1,236 1.01 0.95

　情報システム学科 4 105
3年次

2
424 学士

（工学）
1.01 0.97 － 平成24 同上 令和2年度入学定員増(4)

令和2年度編入学定員減（Δ8）

建築・環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 116
3年次

2
468 学士

（工学）
1.03 1.06 － 平成24 同上 令和3年度入学定員増(7)

令和2年度編入学定員減（Δ8）

　環境理工学科 4 85
3年次

2
344 学士

（理工学）
0.96 0.77 平成29 平成29 同上 令和3年度入学定員増(5)

令和3年度編入学定員減（Δ8）

工学部 410
3年次

8
1,656 0.99 0.89

　機械工学科 4 105
3年次

2
424 学士

（工学）
1.00 0.90 － 昭和40 同上 令和2年度編入学定員減（Δ8）

平成29年度入学定員増（5）

　交通機械工学科 4 105
3年次

2
424 学士

（工学）
0.96 0.81 － 昭和40 同上

令和2年度入学定員減（25）
令和2年度編入学定員減（Δ8）
令和元年度編入学定員減（Δ10）

　都市創造工学科 4 100
3年次

2
404 学士

（工学）
0.99 0.87 － 昭和42 同上 令和2年度入学定員増(10)

令和2年度編入学定員減（Δ3）

電子情報通信工学科 4 100
3年次

2
404 学士

（工学）
1.00 0.99 － 昭和59 同上

令和2年度編入学定員減（Δ8）
令和元年度編入学定員増（5）
平成29年度入学定員増（5）

大学全体 － 1,976 38 7,980 － － － － － －

　大阪産業大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

経済学部は一括入試のため、学部
全体の入学定員超過率を記載
令和3年度編入学定員減（Δ10）
令和2年度入学定員増(25)
令和2年度編入学定員減(Δ5)
令和元年度編入学定員減（Δ10）
平成29年度入学定員減（△15）
令和元年度編入学定員減（Δ5）
平成29年度入学定員減（△25）
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

人間環境学研究科

　人間環境学専攻 2 10 － 20 修士
(人間環境学)

0.20 0.30 － 平成17
大阪府大東市中垣内
３丁目１番１号

　（博士前期課程）

　人間環境学専攻 3 3 － 9 博士
(人間環境学)

0.55 0.33 － 平成19 同上

　（博士後期課程）

経営・流通学研究科

経営・流通専攻 2 15 － 30 修士
（経営学）

0.50 0.40 － 平成11 同上

（博士前期課程）

経営・流通専攻 3 5 － 15 博士
（経営学）

0.26 0.00 － 平成18 同上

（博士後期課程）

経済学研究科

現代経済システム専攻 2 10 － 20 修士
（経済学）

1.55 1.80 － 平成13 同上

（博士前期課程）

アジア地域経済専攻 2 15 － 30 修士
（経済学）

0.16 0.13 － 平成10 同上

（博士前期課程）

アジア地域経済専攻 3 3 － 9 博士
（経済学）

0.22 0.66 － 平成12 同上

（博士後期課程）

工学研究科

機械工学専攻 2 10 － 20 修士
（工学）

0.65 0.40 － 平成元 同上

（博士前期課程）

交通機械工学専攻 2 10 － 20 修士
（工学）

0.55 0.60 － 平成24 同上

（博士前期課程）

都市創造工学専攻 2 10 － 20 修士
（工学）

0.05 0.10 － 昭和63 同上

（博士前期課程）

電子情報通信工学専攻 2 10 － 20 修士
（工学）

0.05 0.10 － 昭和63 同上

（博士前期課程）

情報システム工学専攻 2 10 － 20 修士
（工学）

0.15 0.10 － 平成6 同上

（博士前期課程）

環境デザイン専攻 2 10 － 20 修士
（工学）

0.25 0.40 － 平成6 同上

（博士前期課程）

生産システム工学専攻 3 4 － 12 博士
（工学）

0.03 0.10 － 平成8 同上

（博士後期課程）

環境開発工学専攻 3 2 － 6 博士
（工学）

0.00 0.00 － 平成8 同上

（博士後期課程）

大学院全体 － 127 － 271 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。

大阪産業大学大学院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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区 分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成２８年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成２９年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成３０年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

指摘事項
（改善）

履行中

・専任教員数が設置計
画から減少しているた
め、提示された教員の
採用計画を確実に履行
するよう努めること。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

辞任により、2名の専任教員
が退職したことを受け、令
和4年4月1日付にて専任教員
2名を採用する計画である。

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

７　その他全般的事項

＜デザイン工学部　環境理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等

① 実施体制

(3)教学マネジメントに関する事項

(4)その他委員会の目的を達成するために必要な事項

　　(内部質保証推進委員会FD部会)

(1)全学的なFD実施計画の策定

(2)全学的なFD研修の企画・運営

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

ａ　委員会の設置状況

学部等における教育研究活動について、方針・計画の設定、実行、評価及び改善の一連のプロセスが
　　適切に展開するよう、全学的な教学マネジメントの観点から内部質保証を推進し、大学の教育研究水準の
　　向上を図ることを目的として、内部質保証推進委員会(旧：教学マネジメント委員会)を設置している。
　　当委員会は、その下にFD部会、SD部会を置き、FD･SDの実施に関わる業務を付託している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　委員会は、毎月1回開催している。(教員参加数38名)

　　FD部会、SD部会については、委員会からの業務付託を受け、適宜開催している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　(内部質保証推進委員会)

(1)内部質保証推進に関する事項

(2)自己点検・評価に関する事項

(3)各学部・研究科等におけるFDの管理・把握

(4)FDの評価

　　(内部質保証推進委員会SD部会)

(1)全学的なSD実施計画の策定

(2)全学的なSD研修の企画・運営

(3)各学部・研究科等におけるSDの管理・把握

(4)SDの評価
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　　（FD活動）

　　（SD活動）

（SD活動）

　　（FD活動）

　　（SD活動）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

集計結果およびそれを受けた教員による所見書は、学内限定公開用のWEBサイトに掲載している。
　　実施結果報告書は、WEBサイトの情報公表ページにて広く公表している。アンケートに記載された自由
　　記述については、授業担当教員へフィードバックし、授業改善への活用を求めている。

③令和2年11月10日(火)「産官学民連携による教育・研究指導の実践」
教員37名参加、内環境理工学科13名参加

①令和2年8月6日(木)「科研費予算執行説明会および公的研究費等の取扱いに関するコンプライ
アンス研修」に関する資料を令和2年度における科研費採択者52名へ配布、
内環境理工学科7名配布

②令和3年2月18日(木)「内部質保証に関する理解向上のための研修会～大学運営における内部
質保証とは～」教員47名参加、内環境理工学科4名参加

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

令和2年度はコロナ禍での非対面式授業となり、教職員や学生ともに初めての試みであったが、先進的
　　に取り組んでいる学科や授業の事例を紹介することにより、教員間で情報共有することができた。また、
　　後期からは、スムーズにハイブリッド式の授業形式に移行することができた。全学的なFD研修では、
　　他学部・他学科の取り組みを共有することで、授業に関する知見を拡げることができた。

このように、様々な取り組みを通して教育の質の向上を目指しており、次年度においても、全学的な
　　FD研修および学部・学科主体のFD研修を実施する予定である。

内部質保証に関する理解向上のための研修会では、教職員一人一人が内部質保証についての理解を
　　深めることができた。今後も教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため研修を実施する。

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

例年、授業改善のためのアンケートは、前・後期に各1回実施していたが、令和2年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響により、前期は実施できず、後期のみ最終週からテスト期間にかけ実施した。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

①コロナ禍における非対面式授業の実施方法に関する情報や本学での事例を集約し、大学
WEBサイトに公開し、各教員の授業計画等に役立てることとした。

②全教育職員および全事務職員を対象にハイブリッド形式(対面+オンライン)で実施した。

③デザイン工学部教授会に合わせ、所属する教員全員が出席できるように実施した。

①例年は6月中旬頃に研修会を開催しているが、令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため研修会に代え、「科研費ハンドブック」、「公的研究費に係る不正事例（研究機関におけ
るコンプライアンス教育用)」等の資料をメールで配布し、周知を行った。

②大学基準協会の事務局長による講演および、同事務局長と本学学長による対談をオンラインで
行なった。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

(FD活動)

①非対面式の授業実施に関わる本学の方針や著作権、情報通信環境等の動画を共有するとともに、
約20の事例をWEBに掲載した。

②令和2年9月8日(火)「コマシラバスと講義ノートを使用した授業設計の提案」
教員50名参加、内環境理工学科2名参加

②全学的なFD研修会「コマシラバスと講義ノートを使用した授業設計の提案」

③デザイン工学部主催FD研修会「産官学民連携による教育・研究指導の実践」

　　(SD活動)①科研費予算執行説明会および公的研究費等の取扱いに関するコンプライアンス研修

②内部質保証に関する理解向上のための研修会

　ｂ　実施方法

　　(FD活動)①コロナ禍における非対面式授業の実施方法等に関する情報共有

② 実施状況

ａ　実施内容
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該当なし

該当なし

　ｄ　その他

① 体制

ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

該当なし

　ｃ　委員会の審議事項等

該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

② 審議状況

ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

該当なし

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

該当なし
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　　自己点検・評価の実施結果として、毎年「自己点検・評価報告書」を取りまとめ公表している。
　　（毎年10月頃に公表）

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔 有 ・ 無 〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　令和3年 6月 1日　〕

いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

③ 認証評価を受ける計画

令和4年度に評価機関(公益財団法人大学基準協会)の評価を受けるべく、学内で検討中。

　ｃ　公表方法 〔　ウェブサイトへの掲載　〕

○ 設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ｂ　公表方法

    大学webサイト上に公表している。

なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

② 自己点検・評価報告書

ａ　公表（予定）時期

　完成年度を迎え１期生が4年次となり、前年度のプレ卒研に引き続いてそれまで培った専門的知識と専門的問題解決能
力を卒業研究として結実すべく教育を行なった。
2017年度に入学した１期生のストレート卒業率80.2％（大学全体71.8％）、就職率88.8%（大学全体85.4％）が大学平均
を上回っているとともに、令和3年度離学率も2.17％（大学平均4.68％）と全学で最も低かった。その他、3名が理科中高
教員免許を取得（2名が常勤講師採用）するなど成果を上げている。
令和3年度に完成年度を迎えたことから令和4年度からキャリア関連科目の卒業要件単位化や環境緑化コースの新分野の科
目の追加などのカリキュラム改正を行ない、より充実した教育内容のもとでの人材育成を行なう。現在のところ、未開講
科目も無く、学生への系統立てた学習支援ができていると考えている。
　なお、当初の計画より、2名の専任教員が辞任により退職したことを受けて、令和4年4月1日付にて専任教員2名を採用
する計画である。

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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